
〔史
料
紹
介
〕曾

我

光
高

叔

父

光

経

の

大

平

賀

郷

押

領

は
じ
め
に

東
京
大
学
史
料
編
纂
所
架
蔵
の
影
写
本

『南
部
文
書
』
に
は
'
鎌
倉

･
南
北
朝
期

の
津
軽
曾
我
氏
関
係
の
文
書
が
多
数
含
ま
れ
て
い
る
.
そ
の
な
か
の

1
通
'
元
弘
四

年
正
月

一
〇
日

｢曾
我
乙
丸
代
道
為
軍
忠
状
案
｣
の
紙
背
文
書
が
'
本
稿
で
紹
介
す

る
年
月
日
欠

｢曾
我
乙
丸
代
恵
藤
為
円
申
状
案
｣
で
あ
る
｡
『岩
手
県
中
世
文
書
』

上
巻

(
一
九
六

〇
年
)
に
採
録
さ
れ
ず
'
こ
れ
ま
で
未
紹
介
で
あ

っ
た
が
'
鎌
倉
末

か
ら
建
武
政
権
期
の
津
軽
の
曾
我
氏

一
族
の
動
向
を
伝
え
る
史
料
と
し
て
'
ま
た
田

舎
郡

｢藤
崎
郷
｣
｢
河
辺
郷
｣
の
郷
名
を
伝
え
る
史
料
と
し
て
'
そ
の
価
値
は
高
い
｡

(1)

津
軽
曾
我
氏
の
系
譜
'
所
領
と
伝
領
関
係
な
ど
に
つ
い
て
は
'
岡
田
清

一
氏
'

(2
)

小
口
雅
史
氏

に
よ
る
詳
細
な
労
作
が
す
で
に
あ
る
｡
本
稿
は
'
新
出
史
料
に
よ
っ

て
'
岡
田
氏
と
小
口
氏
の
研
究
成
果
に
多
少
な
り
と
も
新
知
見
を
つ
け
加
え
る
こ
と

を
目
的
と
し
て
い
る
｡

原
本
と
は
照
合
で
き
ず
'
影
写
本
か
ら
起
こ
し
た
も
の
で
は
あ
る
が
'
『青
森
県

史
』

の
編
纂
が
す
す
め
ら
れ
て
い
る
現
在
'
中
間
報
告
と
い
う
か
た
ち
で
は
あ

っ
て

も
'
紹
介
す
る
こ
と
に
意
義
が
あ
る
と
考
え
た
｡
ま
た
二
節
で
'
『岩
手
県
中
世
文

書
』
上
巻
が

一
通
で
代
表
し
た

｢曾
我
乙
丸
代
道
為
軍
忠
状
案
｣
を
四
通
と
も
あ
げ

山

室

生

た
が
'
『岩
手
県
中
世
文
書
』
に
は
反
映
さ
れ
て
い
な
い

『南
部
文
書
』

の
文
書
群

と
し
て
の
全
体
像
を
伺
う

一
例
と
し
て
'
煩
雑
で
は
あ
る
が
あ
え
て
列
挙
す
る
こ
と

と
し
た
｡

な
お
文
書
の
使
用
に
つ
い
て
は
'
『岩
手
県
中
世
文
書
』
上
巻
'
新
編

『弘
前
市

史
』
資
料
編

一
古
代
中
世
編

(
一
九
九
五
年
)
を
'
そ
れ
ぞ
れ

『岩
』
'
『弘
』
と
略

記
L
t
そ
の
文
書
番
号
を
付
す
こ
と
と
し
た
｡
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l

曾
我
光
高
叔
父
光
経
の
大
平
賀
郷
押
領

史
料

一

曾
我
乙
丸
代
恵
藤
為
円
申
状
案

〔言
上
カ
〕

｢曾
我
乙
丸
代
意
藤
孫
三
郎
入
道
為
固
謹
[=

同

欲
早
叔
父
余
次
経
光
掠
給
安
堵

[=

津
軽
平
賀
郡
内
大
平
賀
郷
間
事
'

〔也
カ
〕

〔曾
'
脱
カ
〕

乙

九

右
於
乙
丸
者
'
相
副
重
代
相
伝
手
継
証
文
等
□

'

祖

父

光
信
譲
輿

亡

父

□
□
□
□
□

久

甘

横
口

也

同
太
郎
入
道
光
稀
譲

[
=

□

□
□
□
□
□

有

次

第

'
至
干
経
光
者
'
読

＼ゝ

＼ゝ
＼ゝ
＼ゝ

EE

随

〔目

カ〕

□
□

式

丁
在
家
三
宇
是
也
'
西

国
領
地
之
[=

剰
□

光
稀
許
経
光
仁

田

一
丁
追
給
□
□
'
大
平
賀
郷
競
望
之
条
頻
軒
謀
也
'
所
詮
[=

復
光



信

･
亡
父
光
稀
等
譲
状
如
元
賜
□
□
□
動
仕
間
口

｣

｢藤
崎
郷
'
令
参
上
京
都
跡

蘇

田
舎
郡
河
連
郷
'
給
主
代
金
余
滴

太
郎
藤
原
朝
臣

為
円
謹
言
上

曾
我
乙
丸
代
恵
藤
'
曾
我
乙
丸
代
恵
藤
孫
三
郎
入
道
｣

曾
我
乙
丸

(乙
房
丸
と
も
)
は
曾
我
光
高

(の
ち
の
余

一
太
郎
貞
光
)
の
童
名
｡

平
賀
郡
大
平
賀
郷
は
'
嘉
暦
二
年
に
父
光
頼

(沙
弥
光
称
)
か
ら
光
高
に
譲
渡
さ
れ

た
も
の
で

(『岩
』
八
九
'
『弘
』
六
二
七
)
､
平
賀
郡
に
勢
力
を
持
つ
津
軽
曾
我
氏

に
と
っ
て
'
最
も
重
要
な
所
領
の
ひ
と
つ
で
あ
る
｡
そ
の
所
領
を
押
領
し
た
と
さ
れ

る
余
次
経
光
は
'
｢叔
父
｣
と
あ
る
の
で
光
頬
の
兄
弟
と
わ
か
る
｡
光
頬
は
'
嘉
元

二
年
に
父
の
春
光
か
ら
大
平
賀
郷
を
譲
渡
さ
れ
て
い
る

(『岩
』
五
三
'
『弘
』
五
九

六
)｡｢祖
父
光
信
｣
は
'
建
武
年
間
と
推
定
さ
れ
る
文
書
に
み
え
る

｢光
高
曾
祖
父
管

我
珊
二
郎
入
道
光
信
｣
(『岩
』

一
四
六
'
『弘
』
六
五
八
)
に
比
定
L
t
｢曾
｣
が
脱

落
し
た
も
の
と
み
な
し
た
｡
｢曾
我
系
図
｣
(『岩
』
三
三
九
㌧
『弘
』

一
一
四
九
)
に

は

｢涌
二
郎
光
廉
｣
と
あ
り
へ
仁
治
三
年
に

｢大
平
賀
郷
新
屋
淵
村

･
長
峰
村
地
演

代
職
｣
を
譲
渡
さ
れ
て
い
る

(『岩
』

一
九
'
『弘
』
五
七
三
'
た
だ
し
表
記
は

｢光

弘
｣)
｡
光
弘
に
関
し
て
は
'
大
平
賀
郷
全
体
の
彼
へ
の
譲
渡
'
お
よ
び
春
光
へ
の
譲

渡
に
関
す
る
文
書
は
な
い
｡
｢曾
我
乙
丸
代
恵
藤
為
円
申
状
案
｣
に

｢
〔曾
〕
祖
父
光

信
譲
輿
亡
父
同
太
郎
入
道
光
稀
｣
と
も
あ
っ
て
'
こ
の
間
の
伝
領
に
つ
い
て
は
'
さ

ら
に
検
討
の
余
地
が
あ
る
｡

申
状
を
作
成
し
た
恵
藤
孫
三
郎
入
道
為
円
に
つ
い
て
｡
曾
我
光
高

(貞
光
)
に
属

す
る
恵
藤
氏

一
族
に
は
'
建
武
元
年
五
月
の
石
河
合
戦
で
負
傷
し
た
若
党
恵
藤
孫
七

(
『岩
』

二

九
'
『弘
』
六
三
九
)
'
建
武
二
年
三
月
に
代
官
と
し
て
申
状
を
国
府

へ
申
請
し
て
い
る
恵
藤
三
光
為

(『岩
』

一
五
二
'
『弘
』
六
六
五
)
'
暦
応
二
年
九

月
の
合
戟
で
討
死
に
し
た
若
覚
書
藤
三
郎

(『岩
』

一
八
〇
'
『弘
』
六
八
二
)
な
ど

が
み
え
る
｡
光
高

(貞
光
)
の
若
党
'
代
官
と
さ
れ
る
人
物
た
ち
で
'
｢三
郎
｣
を

名
乗
り
と
す
る
も
の
が
多
い
｡

申
状
の
宛
先
は
'
｢曾
我
乙
丸
代
道
為
軍
忠
状
案
｣
と
の
関
係
か
ら
'
陸
奥
国
府

と
考
え
ら
れ
'
時
期
も
同
じ
こ
ろ
で
あ
ろ
う
｡
沙
弥
道
為
と
恵
藤
為
円
の
関
係
は
不

明

だ

が

'

一
紙
の
表
裏
に
光
高
代
官
と
し
て
陸
奥
国
府
へ
の
申
状
を
記
し
て
お
り
'

同
じ
恵
藤
氏

一
族
で
あ
っ
た
可
能
性
が
高
い
｡

な
お
文
書
の
後
半
'
｢藤
崎
郷
'
令
参
上
京
都
跡
｣
｢田
舎
郡
河
連
郷
'
給
主
代
金

余
滴
太
郎
藤
原
朝
臣
｣
の
部
分
と
'
前
半
の
申
状
部
分
と
の
関
係
は
不
明
｡
筆
跡
等

に
つ
い
て
は
原
本
と
照
合
が
で
き
て
い
な
い
の
で
'
こ
こ
で
は
考
察
を
省
-
｡
全
体

に
判
読
し
難
い
部
分
が
多
い
が
'
こ
れ
も
原
本
と
の
照
合
に
よ
っ
て
さ
ら
に
解
読
が

進
む
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
｡
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二

四
通
の

｢曾
我
乙
丸
代
道
為
軍
忠
状
案
｣

さ
て
'
｢曾
我
乙
丸
代
恵
藤
為
円
申
状
案
｣
を
紙
背
文
書
と
す
る
元
弘
四
年
正
月

一
〇
日

｢曾
我
乙
丸
代
道
為
軍
忠
状
案
｣
で
あ
る
が
'
影
写
本

『南
部
文
書
』
に
は

同
内
容
の
文
書
が
四
通
存
在
す
る
｡
『岩
手
県
中
世
文
書
』
上
巻
'
『弘
前
市
史
』
と

も
に
す
べ
て
を
活
字
化
し
て
は
い
な
い
の
で
'
四
通
を
影
写
順
に
次
に
あ
げ
る
こ
と

と
す
る
｡



史
料
二
①

曾
我
乙
丸
代
道
為
軍
忠
状
案

(イ
)

目
安

注
進元
弘
三

･
四
両
年
津
軽
平
賀
郡
大
光
寺
合
戦
手
負
交
名
人
等
事

l
人

豊

嶋

三

郎

二
郎

時

貞

貼
糾
鵬
諸

相
緋
[
:
陀
叩
盲

､

l
人

曽

我

弥

三

郎

光

貞

舶
鮭
電

脇
下
以
長
柄
被
請

1
人

羽

取

二
郎

兵

衛

尉

重

泰

詣

山
頂

詔

訂

附
雪

軒
鮎

L
,

一
人

幡
指
彦
太
郎

右
曽
利
腿
被
射
通
侯
了
､
正
月
八
日
､

1
人

矢

木

弥

二
郎

糊
錆

詣

e
･
正
月
八
日
･

一
人

印

束

小

四

郎

光

継

左
膝
口
被
射
抜
侯
了
､
正
月
八
日
､

此
外
仁
等
余
多
難
被
庇
候
'
少
事
者
不
及
注
進
候
供
'
右
手
負
注
文
如
件
'

元
弘
四
年
正
月
十
日

曽
我
乙
房
丸
代
道
為

判

一
人

矢

木

八

郎

や
り
お
も
て
と
う
中
を
つ
か
れ

半
死
半
生
'

一
人

胤

頭

小

四

郎

光

継

左
膝
口
を
-

抜
了
･
(PE
"
i

,

右
此
条
々
'

1
事

三
日
も
偽
令
申
候
物
者
'
奉
始
上
先
天
帝
尺
惣
日
本
国
中

大
小
神
武
蔚
於
原
探
可
罷
業
候
'
仇
起
請
文
之
状
如
件
'

元
弘
二
年
正
月
十
日

乙
丸

沙
弥
道
為

(花
押
カ
)

史
料
二
③

進
上

史
料
二
②
進
上

一
人

一
人

一
人

一
人

曾
我
乙
丸
代
道
為
軍
忠
状
案

(ロ
)

於
元
弘
三

･
四
両
年
津
軽
平
賀
郡
大
光
寺

次
第

曽
我
乙
丸
若
薫
等
所
被
庇
交
名
注
文
事

(ママ)

豊

鳥

三

郎

次

郎

時

貞

砧
㌍

滝

韻

発

‥
正
月
盲

､
同

曽

我

弥

三

郎

光

貞

貼
附
.,っ
耶
墨

筆

号

け
と
苦

れ
侯
了
､

羽

取

次

郎

兵

衛

重

泰

陥
髭

.e<

.qE
諸

相
㌫

編

針
㌔

㌃

半
生
･

は
た
さ
し
彦
太
郎

右
そ
り
も
､
お
被
射
通
､
正
月
八
日
､

一
人

一
人

一
人

一
人

一
人

一
人

曾
我
乙
丸
代
道
為
軍
忠
状
案

(
ハ
)

於
元
弘
三

･
四
両
年
津
軽
平
賀
郡
大
光
寺
楯
郷
合
戦

次
第
〔我
乙
〕

曽
□

口

丸
若
薫
等
所
被
庇
交
名
注
文
事

豊

嶋

三

郎

次

郎

時

貞

貼
糾
塁

は
諸

棚
讐

話

㌔

､

曽

我

弥

三

郎

光

貞

蘇

.･っ
駅
墨

筆

ゑ
う
け
と
を
さ
れ
苧

'

羽

取

次

郎

兵

衛

重

泰

陥
髭

仰

祉
蒜
柑
賃

臥

配
当

㌫

㌢

,

は
た
さ
し
彦
太
郎

右
そ
り
も
､
お
被
射
通
､
正
月
八
日
､

矢

木

弥

次

郎

訳

語

,JJ.つ
中
を
つ
か
れ
苧

'
半
死
半
生
同

印

東

小

四

郎

光

継

左
膝
口
を
被
射
了
､
同
日
'

右
此
条
々
'

1
事

二
言
も
偽
令
申
候
物
者
'
奉
始
上
焚
天
帝
尺
惣
日
本
国
中

大
小
神
祇
冥
道
神
冥
蔚
於
原
探
可
罷
蒙
候
'
仇
起
請
之
状
如
件
'

元
弘
二
年
正
月
十
日

乙
丸
代
沙
弥
道
為

右

肘翫

)'

史
料
二
④

曾
我
乙
丸
代
道
為
軍
忠
状
案

(
ニ
)

L
楯
耳
合
載
〕

進
上

於
元
弘
三

･
四
両
年
津
軽
平
賀
郡
大
光
寺
□

□

□

□

次
第



曽
我
乙
丸
若
薫
等
所
被
庇
交
名
注
文
事

1
人

豊
嶋
三
郎
次
郎
時
貞

陥
訓
告

は
遁

酢

鮎
翌

日
'

一
人

曽
我
弥
三
郎
光
貞

貼
附
.･っ
耶
墨

筆

ゑ
う
け
と
を
さ
れ
侯
了
､

〔侯
了
〕

一
人

羽
取
次
郎
兵
衛
重
泰

陥
髭

S
iln諸

相
指

針

鮎

Ll,DEi
鮎

Ll,

一
人

は
た
さ
し
彦
太
郎

右
そ
｡
も
､
お
被
射
通
了
'
正
月
八
日
'

1
人

矢
木
八
郎

駅
配

誤

F
.っ
中
を
つ
か
れ
､
半
死
半
生
､

rJ

一
人

胤
頭
小
四
郎
光
継

左
膝
口
を
被
射
了
'
同
日
､

右
此
粂
々
'

一
事

≡
一口を
偽
令
申
候
物
者
へ
奉
始
上
焚
天
帝
尺
惣
日
本
国
中

(マ
マ)

大
小
神
儀
冥
王

日
常
於
原
深
可
罷
蒙
候
'
仇
起
請
文
之
状
如
件
､

元
弘
二
年
正
月
十
日

乙
丸

E

j

沙
弥
道
為

四
通
の
う
ち
で
は
'
(
ハ
)
が
唯

一

『岩
手
県
中
世
文
書
』
上
巻
に
と
ら
れ
て
い

る
も
の
で
あ
る

(
『岩
』

一
〇
二

『弘
』
六
三

〇
)0

他
の
三
通
中

(イ
)
は
'
『岩
』

1
〇
一
の
註
に

｢南
部
家
に
は
二
通
有
り
'
他

の

一
通
は
全
文
漠
文
体
に
て
末
尾
の
文
章
が

｢此
外
仁
等
余
多
難
被
症
候
'
少
事
者

不
及
注
進
候
供
右
手
負
注
文
如
件
｣
と
な
っ
て
い
る
｡
｣
と
あ
る
う
ち
の
'
｢他
の

一

通
｣
に
あ
た
る
も
の

(『弘
』
六
三

一
)
｡
た
だ
し
'
同
註
に

｢矢
木
弥
次
郎
が
八
郎
'

印
東
が
胤
頭
に
な

っ
て
い
る
だ
け
で
他
は
同

一
で
あ
る
｡｣
と
あ
る
の
は
'
(イ
)
の

こ
と
で
は
な
-
'
(
ロ
)
も
し
-
は

(
ニ
)
の
こ
と
で
あ
る
｡
｢曾
我
乙
丸
代
書
藤
為

円
申
状
案
｣
は

(
ニ
)
の
紙
背
文
書
に
あ
た
る
｡

四
通
を
文
体
と
本
文
末
の
形
式
で
分
け
る
と
'
(イ
)
の
み
が
全
文
漠
文
体
で
､

本
文
末
は

｢右
手
負
注
文
如
件
｣
､
他
の
三
通
は
交
名
注
進
の
内
容
部
分
が
漢
字
か

な
交
じ
-
文
で
'
本
文
末
は

｢併
起
請

(文
)
之
状
如
件
｣
と
共
通
し
て
い
る
o

い
っ
ほ
う
若
党
の
記
載
で
は
'
｢
八
木
弥
二

(吹
)
郎
｣
｢印
東
小
四
郎
光
継
｣
と
あ

る

(イ
)
(
ハ
)
'
｢
八
木
八
郎
｣
｢胤
頭
小
四
郎
光
継
｣
と
あ
る

(ロ
)
(
ニ
)
に
大

別
で
き
る
｡
こ
の
四
通
の
構
成
'
関
係
に
つ
い
て
は
興
味
深
い
も
の
が
あ
り
､
今
級

の
検
討
課
題
と
し
た
い
｡
な
お
影
写
本
で
確
認
し
た
範
囲
な
の
で
'
筆
跡
､
花
押
に

つ
い
て
は
こ
こ
で
も
考
察
を
省
-
｡

内
容
は
'
元
弘
三
年
末
か
ら
元
弘
四
年
正
月
に
か
け
て
の
平
賀
郡
大
光
寺
で
の
令

戦
の
軍
忠
を
記
し
た
も
の
で
あ
る

(敵
対
し
た
相
手
は
不
明
)
｡
元
弘
四
年
二
月
'

曾
我
光
高
は
こ
の
合
戦
の
忠
勤
に
よ
っ
て
'
平
賀
郡
岩
楯

･
大
平
賀

･
沼
楯
の
各
郷

(秤
)
'
名
取
郡
四
郎
丸
郷
内
若
四
郎
名
の
知
行
が
保
証
さ
れ
る
よ
う
'
陸
奥
国
府

へ
申
請
し
て
い
る

(『岩
』

一
〇
三

･
一
〇
四
'
『弘
』
六
三
二

･
六
三
三
)
｡

し
か
し
皮
肉
に
も
'
軍
忠
を
記
し
た
文
書
の
裏
に
'
知
行
を
保
証
さ
れ
る
べ
き
大
平

賀
郷
が
叔
父
に
よ

っ
て
押
領
さ
れ
る
と
い
う
事
件
が
記
さ
れ
る
こ
と
に
な

っ
た
の
で

あ
る
｡
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三

曾
我
弥
二
郎
軽
光

曾
我
弥
二
郎
経
光
が
大
平
賀
郷
を
狙

っ
た
こ
と
に
つ
い
て
は
'
次
の
文
書
か
ら
も

伺
う
こ
と
が
で
き
る
｡

(裏
書
)

｢建
武
元
'
三
'
十
九
｣

史
料
三

曾
我
光
高
申
状

曾
我
太
郎
光
高
諾

丸
謹
言
上
'



欲
烏
曾
我
余
二
経
光
被
致
散
々
濫
防
上
者
'
被
差
園
御
便
'
被
札
返
損
物
銭

貨
巳
下
財
賓
等
'
光
高
所
領
津
軽
平
賀
郡
内
大
平
賀
村
'
被
追
出
経
光
全
所
領

事
'
件
傭
'
何
首
参
跡
隙
'
経
光
令
乱
入
光
高
所
領
之
'
押
入
所
務
代
官
摩
欄
牛
入

道
私
宅
'
令
奪
所
御
年
貢
鏡
伯
余
貫
文
井
鴇

桃
等
'
致
散
々
混
防
之
上
者
'
所

詮
被
差
在
国
御
便
云
'
郷
内
百
姓
等
物
無
之
'
光
高
財
賓
等
被
取
返
之
後
'
光

高
所
領
中
被
追
出
経
光
巳
下
従
類
等
'
全
所
領
致
経
光
罪
科
者
'
烏
向
後
仰
上

裁
'
仰
恐
々
言
上
如
件
'

建
武
元
年
三
月

目

(｢押
入
所
｣
の
裏
に
花
押
あ
り
)

建
武
元
年
三
月
'
曾
我
光
高
は
'
曾
我
経
光
が
大
平
賀
郷
に
乱
入
し
'
年
貢
銭
'

財
物
等
を
奪

っ
た
と
し
て
'
国
府
に
所
領
の
保
全
を
申
請
し
た

(『岩
』

一
二
1'

『弘
』
六
三
五
)
｡
同
年
四
月
お
よ
び
五
月
に
石
河
合
戦
で
戦
っ
た

｢曾
我
与
次
｣

も
同

一
人
物
で
あ
ろ
う

(『岩
』

一
一
九
'
『弘
』
六
三
九
)
｡

以
降
'
経
光
の
姿
は
文
書
で
は
確
認
で
き
な
い
｡
し
か
し
'
｢曾
我
乙
丸
代
恵
蘇

為
円
申
状
案
｣
の
内
容
と
あ
わ
せ
る
と
き
'
経
光
の
大
平
賀
郷
乱
入
は
'
合
戦
の
な

か
で
の
略
奪
行
為
で
は
な
-
'
大
平
賀
郷
を
押
領
し
ょ
う
と
す
る
意
図
を
持

っ
た
行

動
で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る
｡

こ
れ
ま
で
経
光

･
光
高
が
叔
父

･
甥
の
関
係
で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
で
な
か
っ
た

た
め
'
岡
田
清

一
氏
は
曾
我
氏
内
部
の
嫡
庶
争
い
'
い
わ
ゆ
る
大
光
寺
曾
我
氏
と
岩

楯
曾
我
氏
の
対
立
に
こ
の
事
件
を
結
び
つ
け
'
岩
楯
系
曾
我
氏
に
属
す
る
光
高
に
対

(3
)

し
て
'
経
光
は
大
光
寺
系
曾
我
氏
の

一
族
で
あ
っ
た
ろ
う
と
推
定
し
て
い
る
｡

こ
れ
に
対
し
て
小
口
雅
史
氏
は
'
経
光
の

｢余
二
と
い
う
名
乗
り
や

｢光
｣
を
実

名
中
に
含
む
こ
と
か
ら
'
い
わ
ゆ
る
岩
楯
系
曽
我
氏
の
中
の
人
物
で
あ
る
可
能
性
の

(4)

方
が
高
い
と
思
う
｡｣
と
し
て
い
る
｡
こ
の
推
定
は
ま
っ
た
-
正
し
い
が
へ
し
か
し
(5)

経
光
を
光
高
の
他
腹
の
兄
弟

｢余

一
資
光
の
弟
か
｣
と
し
た
点
は
訂
正
を
要
す
る
｡

建
武
政
権
側
に
あ
っ
た
光
高
は
'
北
条
氏
与
党
と
し
て
討
伐
さ
れ
た
い
わ
ゆ
る
大

光
寺
系
曾
我
氏

(『岩
』

一
四

二

『弘
』
六
五
二
)
と
の
対
立
の
他
に
'
叔
父
と
も

対
立
L
t
大
平
賀
郷
の
支
配
は
危
機
に
瀕
し
て
い
た
の
で
あ
る
｡

で
は
経
光
が
大
平
賀
郷
を
望
ん
だ
理
由
は
何
か
｡
実
は
経
光
は
父
春
光
か
ら
勘
当

さ
れ
た
子
息
で
あ
っ
た
｡

嘉
元
二
年
五
月
二
四
日
の

｢曾
我
春
光
譲
状
｣
に
よ
っ
て
'
春
光
は
太
郎
光
頬
を

(6
)

嫡
子
に
た
て
'
養
子
の
二
郎
八
郎
と
三
郎
光
俊

の
分
を
除
い
て
大
平
賀
郷
の
所
領

を
譲
渡
し
'
翌
年
北
条
貞
時
の
外
題
安
堵
を
受
け
て
い
る

(『岩
』
五
三
'
『弘
』
五

九
六
)
｡
こ
の
と
き

｢
い
や
二
郎
も
と
よ
り
ふ
て
う

(不
調
)
の
も
の
た
る
う
ゑ
'

春
光
に
む
け
て
の
ふ
る
ま
い
'
こ
と
さ
ら
き
-
わ
い

(奇
怪
)
に
存
す
る
あ
ひ
た
'

な
か
-
か
ん
と
う

(勘
当
)
L
を
ハ
ぬ
'
も
し
か
の
や
つ
に
と
う
し
ん

(同
心
)
す

る
も
の
あ
ら
ハ
'
ふ
け
う

(不
孝
)
の
し
ん

(仁
)
と
し
て
'
春
光
か
あ
と
を
ち
き

ゃ
う

(知
行
)
す
へ
か
ら
す
'｣
と
さ
れ
た

｢
い
や
二
郎
｣
こ
そ
が
'
弥
二
郎
経
光

で
あ
っ
た
｡
春
光
か
ら
勘
当
さ
れ
た
経
光
は
'
鎌
倉
幕
府
滅
亡
後
の
北
奥
の
政
治
的

混
乱
を
好
機
と
し
て
'
大
平
賀
郷
を
押
領
す
る
行
動
に
出
た
の
で
あ
ろ
う
｡

さ
ら
に

｢曾
我
系
図
｣
は
'
｢雅

(惟
)
重
-
光
広
-
春
光
-

光
頼
｣
の
系
譜
の

名
乗
り
を

｢小
二
郎
-
弥
二
郎
-
余

一
左
衛
門
尉
'
童
名
犬
二
郎
-
左
衛
門
太
郎
｣

と
し
て
い
る
｡
光
頼
以
前
は

｢
二
郎
｣
を
童
名

･
名
乗
り
と
し
て
い
る
こ
と
に
着
目

す
れ
ば
'
実
は

｢弥
二
郎
｣
経
光
こ
そ
が
も
と
も
と
の
嫡
子
で
'
こ
れ
を
春
光
が
磨
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L
t
新
た
に
嫡
子
に
た
て
た
光
頼
以
降
'
｢太
郎
｣
｢余

一
太
郎
｣
を
名
乗
り
と
し
た

と
も
推
測
さ
れ
る
｡
大
平
賀
郷
は
経
光
の
所
領
と
な
る
も
の
で
あ
っ
た
の
か
も
し
れ

な

い

｡
た
だ
し
'
春
光
が
嘉
元
二
年
五
月
二
四
日
の
置
文
に
'
｢も
し
春
光
か
め
こ
と
ち

ま
こ
と
も
の
中
に
も
へ
嘉
元
二
年
五
月
廿
四
日
'
太
郎
光
頼

二
二
郎
光
俊

二

一郎
八

郎
こ
れ
三
人
の
ゆ
つ
-
よ
り
ほ
か
に
ゆ
つ
-
状
と
て
た
い
し
て
申
も
の
あ
ら
ハ
'
太

r..

郎
光
頼

･
三
郎
光
俊
あ
い
と
も
に
か
ミ
ヘ
申
t
は
う
そ
に
ん

(謀
訴
人
)
に
を
い
て

ハ
'
さ
い
-
わ

(罪
科
)
を
申
あ
つ
へ
き
な
り
'｣
(『岩
』
五
五
'
『弘
』
五
九
八
)

と
記
し
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
'
｢曾
我
乙
丸
代
恵
藤
為
円
申
状
案
｣
で
は
'
経
光
は

光
信

(光
広
)
か
ら
田

一
町
在
家
三
字
を
譲
ら
れ
た
と
あ
り
へ
さ
ら
に
光
称

(光

棉
)
か
ら
田
二
町
を
譲
ら
れ
て
さ
え
い
る
｡
こ
れ
以
上
の
考
察
は
で
き
な
い
が
'
曾

我
氏
の
系
譜
と
大
平
賀
郷
の
伝
領
関
係
に
つ
い
て
'
ま
だ
ま
だ
多
-
の
疑
問
点
が
残

さ
れ
て
い
る
こ
と
を
指
摘
し
て
'
今
後
の
検
討
課
題
と
し
た
い
｡

四

田
舎
郡
藤
崎
郷
'
河
辺
郷

｢曾
我
乙
丸
代
恵
藤
為
円
申
状
案
｣
の
後
半
'
｢藤
崎
郷
へ
令
参
上
京
都
跡
｣
｢田

舎
郡
河
連
郷
'
給
主
代
金
余
滴
太
郎
藤
原
朝
臣
｣
と
あ
る
部
分
は
'
前
後
の
脈
絡
が

と
れ
ず
'
前
半
の
申
状
部
分
と
の
関
係
は
よ
-
わ
か
ら
な
い
｡
最
大
の
疑
問
は
'
い

か
な
る
関
心
を
持
っ
て
'
平
賀
郡
以
外
に
所
領
を
持
た
な
い
津
軽
曾
我
氏
の
文
書
に
'

田
舎
郡
内
の
両
郷
の
状
況
を
記
し
た
の
か
と
い
う
こ
と
で
あ
る
｡

以
下
へ
簡
単
に
疑
問
点
や
意
義
な
ど
を
指
摘
し
て
お
き
た
い
｡

O

｢藤
崎
郷
｣
に
つ
い
て

｢秋
田
家
系
図
｣
(『弘
』

二

五
三
)
な
ど
が
津
軽
安
藤
氏
発
祥
の
地
と
す
る
藤

崎
も
'
そ
の
地
名
が
文
書
に
あ
ら
わ
れ
る
の
は
南
北
朝
期
か
ら
で
あ
る
｡
貞
和
三
午

五
月
の

｢曾
我
貞
光
申
状
｣
に

｢建
武
三
年
正
月
七
日
'
令
馨
向
津
軽
藤
崎

･
平
内

城
等
'
野
御
敵
南
部
又
次
郎
師
行

･
同
舎
弟
政
長

･
成
田
六
郎
左
衛
門
尉
以
下
輩
致

合
戦
之
刻
'
貞
光
被
庇
'
左
膝
口
被
射
之
'｣
と
み
え
る

(『岩
』
二
二
六
'
『弘
』

大
九
九
)
｡
し
か
し
郷
名
と
し
て
は
'
｢曾
我
乙
丸
代
恵
藤
為
円
申
状
案
｣
が
初
見
と

な
る
も
の
で
あ
る
｡

｢令
参
上
京
都
跡
｣
と
は
'
給
主
が
京
都
へ
の
ぼ
っ
た
跡
と
の
意
で
あ
ろ
う
か
｡

O

｢河
辺
郷
｣
に
つ
い
て

河
辺
郷
は
鎌
倉
期
に
は
得
宗
領
で
あ
-
'
南
北
朝

･
室
町
期
に
は
結
城
氏
の
所
領

と
し
て
'
｢結
城
家
文
書
｣
｢白
河
証
古
文
書
｣
等
に
み
え
る
｡
年
月
日
欠
の

｢結
城

宗
広
知
行
得
宗
領
注
文
案
｣
に

｢陸
奥
国
津
軽
田
舎
郡
内
河
辺

･
桜
菓
郷
｣
と
あ
る

の
が
初
見
で

(『弘
』
六
五
六
)'
延
元
元
年
四
月
に
は
宗
広
か
ら
孫
の
顕
朝

へ

(『弘
』
六
七
六
)
'
応
安
二
年
九
月
に
は
顕
朝
か
ら
子
息
満
朝
へ

(『弘
』
七
二
七
)
'

応
永
四
年

一
〇
月
に
は
満
朝
か
ら
子
息
氏
朝
へ

(『弘
』
七
四
六
)
'
そ
れ
ぞ
れ
譲
渡

さ
れ
て
い
る
｡
結
城
氏
関
係
以
外
'
津
軽
の
文
書
に
あ
ら
わ
れ
る
の
は
こ
れ
が
初
め

て
で
あ
る
｡

藤
原
氏
を
称
す
る
給
主
代
金
余
弥
太
郎
に
つ
い
て
は
不
明
｡
津
軽
在
地
の
代
官
と

し
て
は
'
他
に
文
保
元
年

二

一月
の

｢平
賀
郡
大
平
賀
郷
年
貢
結
解
状
｣
に
み
え
る

Sue,凸

大
平
賀
郷
の
給
主
代

｢景
範
｣
(『岩
』
六
九
'
『弘
』
六
〇
九
は

｢京
範
｣
と
す

る
)
'
前
述
の
建
武
元
年
三
月
の

｢曾
我
光
高
申
状
｣
に
み
え
る
大
平
賀
郷
内
に
私

宅
を
構
え
る
所
務
代
官

｢摩
祢
牛
入
道
｣
が
あ
る
だ
け
で
'
貴
重
な
例
で
あ
る
｡
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お
わ
り
に

(と
や
ま

･
の
-
お

青
森
県
史
調
査
研
究
貞
)

以
上
'
こ
れ
ま
で
未
紹
介
で
あ

っ
た

｢曾
我
乙
丸
代
恵
藤
為
円
申
状
案
｣
に
つ
い

て
'
そ
の
意
義
と
疑
問
点
に
つ
い
て
'
影
写
本
か
ら
読
み
取
れ
る
範
囲
の
こ
と
を
考

察
し
て
み
た
｡
冒
頭
に
も
述
べ
た
よ
う
に

『青
森
県
史
』
の
編
纂
事
業
が
現
在
進
め

ら
れ
て
お
-
'
そ
の
中
で
原
本
と
の
照
合
'
文
書
の
解
釈
等
'
さ
ら
に
進
展
す
る
こ

と
が
期
待
で
き
る
｡
詳
し
い
論
稿
に
つ
い
て
は
別
稿
を
期
す
も
の
と
し
た
い
｡

註

(-
)
岡
田
清

一
｢元
弘

･
建
武
期
の
津
軽
大
乱
と
曽
我
氏
｣
(羽
下
徳
彦
編

『北
日
本

中
世
史
の
研
究
J
吉
川
弘
文
館
'

1
九
九
〇
年
).

(2
)
小
口
雅
史

｢津
軽
曽
我
氏
の
基
礎
的
研
究
｣
(『弘
前
大
学
国
史
研
究
』
八
九
t

I

九
九
〇
年
)
0

(3
)
岡
田
註

(-
)
論
文
三
〇
-
三

一
頁
｡

(4
)
小
口
註

(2
)
論
文
四
二
頁
｡

(5
)
小
口
註

(2
)
論
文
二
八
頁
｡
な
お
余

一
資
光
を
'
小
口
氏
は
光
頬
の
子
息
で
'

光
高
と
は
他
腹
の
兄
弟
と
推
定
し
て
い
る

(小
口
註

(2
)
論
文
二
五
頁
)
｡
当
初

は
彼
が
嫡
子
に
た
て
ら
れ
た
よ
う
だ
が
'
正
中
三
年
五
月
二
七
日
の

｢曾
我
光
頼
譲

状
｣
に

｢他
界
｣
と
あ
り

(『岩
』
八
七
'
『弘
』
六
二
三
)
'
そ
の
跡
を
光
高
が
継

い
だ
｡

(6
)
南
北
朝
期
'
三
郎
光
俊
は
貞
光

(光
高
)
の
軍
勢
に
親
類
と
し
て
加
わ
り
'
代
官

を
つ
と
め
て
い
る
｡
建
武
三
年
こ
ろ

｢討
死
｣
し
た
と
も
み
え
る

(『岩
』

一
七

一
二

七
二
･
二
二
六
t
r弘
』
六
七
七

二
ハ
七
八

･
六
九
九
)
.

(7
)
た
だ
し
'
景

(京
)
範
に
つ
い
て
は
在
地
の
代
官
か
ど
う
か
見
解
が
分
か
れ
る
と

い
う
｡
小
口
註

(2
)
論
文
三
三
頁
｡
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